
20 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元目標と評価規準 

観点 目標 評価規準 

関心 
意欲 
態度 

我が国の自動車工場は，そこで働く人々の工夫 
や努力により発展し，国民生活を支える重要な 
役割を果たしている事に関心をもっている。 

我が国の自動車工場は，そこで働く人々の工 
夫や努力により発展し，国民生活を支える重 
要な役割を果たしている事に関心をもとうと 
している。 

思考 
判断 
表現 

我が国の自動車工業が，国民生活を支える重要 
な役割を果たしている事を考え，適切に表現で 
きる。 

我が国の自動車工業が，国民生活を支える重
要な役割を果たしている事を考え，適切に表
現している。 

観察 
技能 

我が国の自動車生産の様子や働く人々の工夫
や努力について，写真や統計等の基礎的資料を
効果的に活用して具体的に調べ，必要な情報を
読み取る事ができる。 

我が国の自動車生産の様子や働く人々の工夫
や努力について，写真や統計等の基礎的資料
を効果的に活用して具体的に調べ，必要な情
報を読み取っている。 

知識 
理解 

我が国の自動車工業は，そこで働く人々の様々
な工夫や努力によって優れた製品を生産する
事で発展し，国民生活を支える重要な役割を果
たしている事を理解できる。 

我が国の自動車工業は，そこで働く人々の
様々な工夫や努力によって優れた製品を生産
する事で発展し，国民生活を支える重要な役
割を果たしている事を理解している。 

社会科指導案                         

日時：１０月１９日（木）第６校時 

                             学年：第５学年 ２０名 

指導者：宮里 洋司 

 

 本単元の指導に当たっては，児童が課題意識を強くもって学習に取り組めるように，導入時に写真や
新聞記事等の各種資料を効果的に活用し，既習内容とのズレに気づかせる。また，解決困難な課題に対
して多面的な視点で最善策を考えようとする態度を養うために，複数の自動車会社の取組を扱う。今ま
で正しいと思っていた事を別の視点から考えさせる事で，多面的に見る事の良さに気づかせたい。 
 資料をもとに調べる段階では，児童一人一人に役割をもたせ主体的に学びに向かわせ，自己有用感の
向上を図るために，グループで資料を分担して調べ，その後情報を集約するジグソー学習の形態で行う。
資料の読み取りに課題がある児童も，数人で資料にあたる事で意欲的に学習に取り組めるようにする。 
単元終末には，これからの自動車づくりにおいて大切な事について，自分の考えを発表させる。その

際，単元導入時のＰＭＩシートを振り返らせ，単元を通して様々な視点で物事を考えられるようになっ
た自己の成長に気付かせ，自らへの自信を高めさせたい。 

指導の手立て 

糸崎小学校で育てようとする資質や能力及び態度   ＊  は今年度の重点項目 

【知識】知識 情報 

【スキル】①課題発見・解決能力 ②思考力・判断力・表現力 ③コミュニケーション能力 

【意欲・態度】④主体性・積極性 ⑤回復力 ⑥協調性・柔軟性 

【価値観・倫理観】⑦自らへの自信 

 本学級の児童は，前単元でこれからの食料生

産について学習している。その際，日本が抱え

る食料生産の課題や現状の取組について，環境

面や食の安全面，海外との関係等複数の視点か

ら持続可能な食料生産について考えている。 

 社会科の学習において，複数の資料を読み取

り，自信をもって考えを発表しにくい児童が半

数近くいる。 

 児童アンケートでは，「みんなの役に立ちたい

と思う。」の強い肯定回答が 80％であったのに

対し，「みんなの役に立っていると思う。」に対

する強い肯定的回答は 45％であったことから，

自己有用感に課題があると言える。 

  

児童は 

本単元は，小学校学習指導要領の社会第５学年の

内容（３）「我が国の工業生産について，次のこと

を調査したり地図や地球儀，資料などを活用したり

して調べ，それらは国民生活を支える重要な役割を

果たしていることを考えるようにする。」を受けて

設定している。 

 本単元では，我が国の工業の中心で，人々の生活

に不可欠な自動車工業を扱う事で，工業が国民生活

を支える重要な役割を果たしている事を捉えやす

い。また，持続可能な自動車工業の視点で各自動車

会社の取組を見ていく事で，解決困難な課題に対し

て多面的な視点で最善策を考えようとしたり，その

大切さを感じたりすることのできる単元である。 

この単元は 



３ 本単元で育てる資質と評価規準 

 資質・能力・態度 評価規準 

【知識】 知識 我が国の自動車工業に関わる諸問題やその原因
について理解している。  

【スキル】 ①課題発見・解決能力 既習内容と本時の学習対象とのズレに気づいて
課題を設定し，「持続可能な自動車工業」を視点
により良い解決方法を考えている。 

【意欲・態度】 ④主体性・積極性 課題に対して自分の考えをもち，解決のための方
法を進んで考えようとしている。 

【価値観・倫理観】 ⑦自らへの自信 単元を通した学びの変容を捉え，自己の成長を自
覚している。 

４ 指導計画とルーブリック（本時 １１/１２） 

時 学習活動 
ルーブリック 

資質 思考ツール 
Ｓ Ａ 

１ 

自動車が生活を支えている
事に関心をもって考え，こ
れからの学習計画を立て
る。 

Ａについて，自分の
既有知識とつなげて
考えている。 

自動車が生活に及ぼす
利点と問題点，今後学
習したいことを考えて
いる。 

① 

評価する 
ＰＭＩシート 

２ 

自動車工場の見学で調べた
いことを話し合い，計画を
立てる。 

環境面等，持続可能
な自動車づくりの視
点に入れて調べる計
画を立てている。 

自動車を効率良く生産
するための工夫につい
て調べる計画を立てて
いる。 

④ 

計画する 
ＫＷＬシート 

３ 
・ 
４ 

自動車工場の見学を通し
て，大量に生産できる自動
車づくりの仕組みを読み取
る。 

環境面等に配慮した
持続可能な自動車づ
くりの視点で調べて
いる。 

大量に生産できる自動
車づくりの仕組みを調
べている。 

④ 

分類する 
Ｙチャート 

５ 

生産性を高めるために，自
動車工場で働く人々がどの
ような工夫をしているか理
解する。 

より良い方法を追究
する事の大切さにつ
いて考えている。 

生産性を高めるための
工夫を理解している。 

① 

 

６ 

関連工場の様子を調べ，効
率的な生産のための自動車
工場と関連工場の結びつき
について考える。 

その利点を自分の言
葉でまとめている。 

効率的な生産のための
自動車工場と関連工場
の結びつきについて考
えている。 

④ 

 

７ 

資料をもとに，自動車の運
輸や貿易の働き，自動車の
海外生産について読み取
る。 

利点と問題点につい
て考えている。 

運輸や貿易の働き，海
外生産について読み取
っている。 

④ 

構造化する 
ピラミッドチ
ャート 

８ 

自動車会社は，消費者の
様々なニーズや社会の変化
等に応じた自動車づくりを
している事を理解する。 

今後どのようなニー
ズや社会の変化が出
てくるか予想するこ
とができる。 

消費者のニーズや社会
の変化に応じて車作り
をしている事を理解し
ている。 
 

① 

 

９ 
環境に配慮した自動車(Ｈ
Ｖ車，ＥＶ車等)づくりにつ
いて理解している。 

それらの自動車の性
能について理解して
いる。 

環境に配慮した自動車
づくりについて，理解
している。 

④ 
評価する 
ＰＭＩシート 

10 
マツダの自動車づくりの特
色を多面的に考えている。 
① 

マツダの自動車づく
りの特色について考
え、その特色を関 

マツダの自動車開発の
特色について考えてい
る。 

① 
多面的に見る 
ボーン図 

11 

マツダの自動車づくりの特
色を多面的に考えている。 
② 

マツダの自動車づく
りの特色について新
たな見方ができてい
る。 

マツダの自動車づくり
の特色について新たな
見方，考え方ができて
いる。 

① 

多面的にみる 
ボーン図 

12 

これからの自動車づくりに
おいて大切な事について，
自分の考えを表現する。 

友達の考えと比べな
がら自分の考えを表
現する。 

これからの自動車づく
りにおいて大切な事に
ついて，自分の考えを
表現する。 

⑦ 

多面的に見る 
ボーン図 



５ 授業構成図 

 

 

 

 目指す子どもの姿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考スキル 
「多面的に見る」 

↓ 
思考ツール 
「ボーン図」 

 

本
時
の
ね
ら
い 

マ
ツ
ダ
の
自
動
車
開
発
の
計
画

か
ら
，
自
動
車
開
発
は
長
期
的
な

展
望
を
も
と
に
計
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
☆ 

 

集
団
の
中
で
の
自
己
の
役
割
を

意
識
し
て
活
動
し
、
達
成
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。 

（
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
） 

目
指
す
子
ど
も
の
姿 

Ｓ
マ
ツ
ダ
の
自
動
車
開
発
の
計
画

か
ら
，
自
動
車
開
発
の
展
望
を
一

般
化
し
て
考
え
て
い
る
。 

Ａ
マ
ツ
ダ
の
自
動
車
開
発
は
，
長
期

的
な
展
望
を
も
と
に
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

振
り
返
り
場
面 

Ａ
だ
と
判
断
し
た
子
ど
も
の
発
言 

ぼ
く
は
Ａ
だ
と
思
い
ま
す
。
理
由

は
、
マ
ツ
ダ
は
長
期
的
な
展
望
を

も
と
に
自
動
車
を
開
発
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

Ｓ
に
な
る
た
め
に
は 

Ｓ
に
な
る
た
め
に
、
他
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
は
ど
う
考
え
て
い
る
か

と
，
関
心
を
広
げ
て
考
え
れ
ば
よ

か
っ
た
で
す
。 

①
前
時
の
振
り
返
り
を
す
る
。 

Ｔ
マ
ツ
ダ
は
ど
ん
な
車
づ
く
り
を
し

て
い
ま
し
た
か
。 

Ｃ
マ
ツ
ダ
は
高
い
開
発
技
術
を
も
と

に
、
環
境
面
や
走
る
歓
び
を
追
究

し
た
車
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。 

Ｔ
で
は
，
こ
れ
か
ら
マ
ツ
ダ
は
ど
ん

な
車
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

Ｃ
環
境
に
良
い
車
。 

Ｃ
走
る
歓
び
を
感
じ
る
車
。 

Ｃ
低
燃
費
ガ
ソ
リ
ン
車
。 

Ｔ
マ
ツ
ダ
は
，「
全
車
電
動
化
」
す
る

そ
う
で
す
。（
見
出
し
）
ど
う
し
て

か
考
え
ま
し
ょ
う
。 

②
学
習
課
題
を
立
て
る
。 

   

③
マ
ツ
ダ
の
自
動
車
づ
く
り
の
方
向

性
を
整
理
す
る
。 

Ｔ
マ
ツ
ダ
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
車
づ

く
り
を
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。 

○資
Ｈ
29.

9.

15
中
国
新
聞
「
マ
ツ
ダ

全
車
電
動
化
へ
」
資
① 

◇留
記
事
資
料
を
読
み
聞
か
せ
，
必
要

に
応
じ
て
補
足
説
明
し
内
容
理
解

を
促
す
。 

Ｃ
環
境
規
制
に
対
応
す
る
た
め
に
，

電
動
化
技
術
を
取
り
入
れ
ま
す
。 

Ｔ
前
時
ま
で
の
学
習
と
は
方
向
性
が

違
う
よ
う
で
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。 

Ｃ
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
だ
け
で
は
無

理
な
時
代
が
来
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
す
。 

④
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
す
る
。 

Ｔ
今
日
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
し

ま
し
ょ
う
。 

Ｃ
マ
ツ
ダ
の
自
動
車
開
発
の
様
子
を

考
え
ら
れ
れ
ば
Ａ
で
す
。 

Ｃ
マ
ツ
ダ
の
自
動
車
開
発
だ
け
で
な

く
，
他
の
会
社
の
こ
と
も
考
え
ら

れ
た
ら
Ｓ
だ
と
思
い
ま
す
。 

⑤
資
料
を
読
み
取
る
。
☆ 

Ｔ
今
年
発
売
す
る
予
定
の
車
の
記
事

で
す
。
ど
ん
な
車
を
発
売
す
る
か

読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。
Ｈ
29.

9.

15
中
国
新
聞
「
市
場
創
造
に
挑

戦
」
資
② 

 

課
題
を
見
出
す
場
面 

対
象
と
既
有
の
知
識
と
の
「
ズ
レ
」

を
認
識 

マ
ツ
ダ
は
，
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
車
づ

く
り
を
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。 

十
月 

十
九
日
（
木
） 

六
校
時 

 
 

指
導
者 

宮
里  

洋
司 

三
原
市
立
糸
崎
小
学
校 

五
年 

一
組 

社
会
科
「
自
動
車
工
業
の
さ
か
ん
な
地
域
」 

第
十
一
時 

授
業
構
成
図 

対
象
と
既
有
の
知
識
と
を
関
連
づ

け
，
対
象
が
生
じ
る
原
因
を
類
推 

⑥
資
料
か
ら
予
想
す
る
☆ 

Ｔ
ど
う
し
て
マ
ツ
ダ
は
「
今
」
電
動
で
は

な
い
車
を
売
り
出
す
の
で
し
ょ
う
。 

◇留
グ
ル
ー
プ
で
相
談
さ
せ
，
見
方
・
考
え

方
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。 

Ｃ
今
は
ま
だ
電
動
化
す
る
技
術
が
な
い

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

Ｃ
今
ガ
ソ
リ
ン
車
の
開
発
に
力
を
入
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。 

Ｃ
今
売
れ
る
車
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。 

Ｔ
「
今
」
売
り
出
す
車
は
「
こ
れ
ま
で
」

開
発
し
て
き
た
車
，
と
い
う
こ
と
で

す
。
で
は
，
「
こ
れ
か
ら
」
Ｈ
３１
に
ど

ん
な
車
を
売
り
出
す
予
定
で
し
ょ
う
。 

Ｃ
電
動
の
車
，
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車 

Ｃ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
，
ガ
ソ
リ
ン
車 

Ｔ
記
事
か
ら
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。 

Ｈ
29.

9.

20
中
国
新
聞
「
第
１
弾
は
簡
易

型
Ｈ
Ｖ
」
資
③ 

Ｃ
マ
イ
ル
ド
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車 

⑦
今
後
の
車
づ
く
り
を
考
え
る
。
☆ 

Ｔ
マ
ツ
ダ
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
車
づ
く

り
を
し
て
い
く
か
，
資
料
を
元
に
ボ
ー

ン
図
に
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。 

Ｃ
マ
ツ
ダ
は
世
界
で
も
優
れ
た
開
発
技

術
を
も
っ
て
い
ま
す
。
自
分
達
の
長
所

を
活
か
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

Ｃ
低
燃
費
ガ
ソ
リ
ン
車
を
開
発
し
て
い

て
、
環
境
の
事
を
考
え
た
自
動
車
づ
く

り
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

Ｔ
開
発
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
予
想
し
て

み
ま
し
ょ
う
。 

Ｃ
今 

ガ
ソ
リ
ン
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

Ｃ
少
し
先 

マ
イ
ル
ド
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

Ｃ
も
う
少
し
先 

電
動 

Ｔ
他
の
会
社
は
ど
う
で
し
ょ
う 

Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
特
色
に
合
わ
せ

た
開
発
を
し
て
い
る
と
思
う
。 

⑧
ま
と
め
を
す
る
。 

   

⑨
振
り
返
り
を
す
る
。 

Ｃ
今
日
の
学
習
で
環
境
面
や
走
る
歓
び

を
追
究
す
る
車
づ
く
り
を
さ
さ
え
て

い
る
の
は
、
マ
ツ
ダ
の
高
い
開
発
技

術
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
自

分
達
の
長
所
を
活
か
し
て
開
発
し
て

い
て
い
い
と
思
っ
た
。 

 

見
通
し
や
実
行
方
法
を
発
想
す
る
場
面 

マ
ツ
ダ
も．
長
期
的
な
販
売
戦
略
を
立

て
て
開
発
し
て
い
る
。 



６ 思考ツール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料（元） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料① Ｈ29.9.15 中国新聞 

資料② Ｈ29.9.15 中国新聞 

資料③ Ｈ29.9.20 中国新聞 


